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第２章  酒類と健康等 

 

 
 
 
 

 
この章では、酒類が身体に与える影響や 20歳未満の者の飲酒による影響を説明してい

ます。 

○ 20歳未満の者の飲酒による影響 

○ 
身
体
に
与
え
る
影
響 

 

 

 不適切な飲酒は、

急性アルコール中

毒や神経障害その

他の障害を招くお

それがあるほか、

アルコール依存症

の原因となりま

す。 

アルコールには脳の働きを抑え

る作用があり、それ自体成長期

には悪いものです。また、内臓に

も悪い影響を及ぼします。 
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１ 酒類が身体に与える影響 

アルコールが人に及ぼす影響の中で良く知られているものの一つに社交性を増すこ

とがあげられます。一昔前までノミニュケーションなどと呼ばれていたように、我が国

の社会でもアルコールはコミュニケーションの潤滑油のような使われ方をしますが、実

際に飲酒場面で会話量が増えることが観察され報告されています（ただし、これらの効

果には個人差があることには留意が必要）。 

 

 一方で、不適切な飲酒は、急性アルコール中毒や神経障害その他の障害を招くおそれ

があるほか、アルコール依存症の原因となるなど、悪影響があることが知られています。 

（注）飲酒が 20歳未満の者に与える影響については、次の「２ 20歳未満の者への飲酒による影響」で説明します。 

 

(1) 急性アルコール中毒 

口から飲んだお酒（アルコール）は、胃や小腸から吸収され、血液中に入り全身に

行き渡ります。飲酒によって血液中のアルコール濃度が最高に達するまでには通常 30

分～１時間かかります。この時酩酊度（酔いの深さ）は最も深くなります。ゆっくり

飲んでいれば「酔い」という身体の警告サインを感じながら進めますが、イッキに飲

めばこの警告を感じる前にお酒は全身にまわっており、気づいた時は予想以上の深酔

いをしていることになります。 

「酔い」、それはお酒による麻酔効果の現れです。飲むほどにその酔いは深くなり

最後は昏睡（こんすい）へと進みます。ゆっくり飲んでいればその深さを自覚できま

すが、イッキに飲んだ時はアッという間に昏睡状態へ進み、全身麻酔と同じ状態にな

ります。それがさらに進むと呼吸も麻痺して死に至ります。また、酩酊状態で嘔吐物

がのどに詰まり、窒息して死に至ることもあります。何人もの人がこの急性アルコー

ル中毒で亡くなっています。 
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〔資料〕東京消防庁管内における急性アルコール中毒による救急搬送人員 

 

○ 過去５年間の急性アルコール中毒搬送人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京消防庁「過去 5 年間の急性アルコール中毒搬送人員の推移」より作成 

 

○ 年代別の急性アルコール中毒による救急搬送人員（令和６年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京消防庁ホームページ「命に関わることもある『急性アルコール中毒』～正しいお酒の

飲み方で、楽しい時間を～」 

（https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/kyuu_adv/chudoku.html） 

  

6,801 

5,321 

6,645 

8,096 8,277 

4,490 
3,630 

4,909 

5,810 5,913 

11,291 

8,951 

11,554 

13,906 14,190 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

男性 女性 合計

（単位：人） 



第２章 酒類と健康等 

- 101 - 

(2) 慢性影響による障害 

過度の飲酒を続けた結果肝臓を痛めたとか、長年の酒好きが遂にアルコール依存症

になったなどという話は珍しくありません。アルコールという物質は摂取されると速

やかに全身に行き渡ります。したがって、過度に摂取されたアルコールは全身に様々

な病気を引き起こします。肝臓や膵臓の障害はよく知られていると思いますが、「脳

の萎縮」や糖尿病も珍しくありません。飲み過ぎによって起こるこれらの病気につい

ての知識を身につける必要があります。 

イ 中枢神経障害 

アルコールによって脳細胞は直接破壊されます。大脳皮質が萎縮し記憶力や創造

力が低下したり、感情の障害が出ることもあります。不適切な飲酒を続けていると

脳が縮んでしまい、若くしてアルツハイマー病（認知症）と同じような脳になるこ

とがあります。 

ロ 肝障害 

アルコールは体内に入ると大部分は肝臓で分解処理されます。当然飲み過ぎは肝

臓の負担を重くします。アルコールを分解する過程で脂肪が合成されますが、これ

が溜まってしまったのが脂肪肝です。脂肪肝のまま過度な飲酒を続けるとアルコー

ル性肝炎となり、行き着く先は肝硬変です。 

肝硬変になると、黄疸が出たり、腹水がたまったり、血液が固まりづらくなった

り、進行すると意識障害を起こしたりします。また、肝硬変は肝臓がんを合併しや

すく、特に、肝炎ウィルスに感染している場合には肝臓がんのリスクが非常に高く

なります。 

ハ 膵炎 

多量の飲酒は、急性膵炎や慢性膵炎の原因となります。重症の急性膵炎は死亡す

る場合もある恐ろしい病気です。治療が奏功しても、再び不適切な飲酒を続けてい

ると発作を繰り返し、その結果膵臓が破壊され慢性膵炎となります。発作を繰り返

す背景には、アルコール依存症がある場合が少なくありません。 

ニ 消化管の障害 

消化管はお酒の最初の通り道であり、色々な病気が起こってきます。食道は濃い

アルコールを飲むことによって食道がんが発生しやすくなることが知られていま

す。胃潰瘍や急性胃粘膜病変もお酒の飲み過ぎで起こる一般的な病気です。 

ホ 循環器疾患、糖尿病 

過度の飲酒は高血圧を起こしたり、不整脈の結果として突然死を起こすこともあ

ります。また、アルコール性心筋症から、心不全になることもあります。 

長期に大量のお酒を飲んでいると、膵臓に炎症を起こすばかりでなく、インスリ

ンというホルモンを分泌する機能にも障害を起こしてきます。血糖値が高くなって

喉が渇いたり、尿中に糖が出てきたりするようになります（アルコールによる糖尿

病）。 

  

http://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/alcohol/ya-019.html
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(3) アルコールによる社会的影響 

アルコールによる影響は健康問題に限りません。無断欠勤により職を失う、家庭内

でいざこざが絶えなくなり家庭内不和や家庭内暴力、子供への虐待や不適切な養育、

飲酒運転で取り返しのつかない事故等々、不適切な飲酒はこのような悲しみをももた

らすのです。 

《参考》 

１ アルコールを代謝する能力は、人によって異なることが知られています。体

内に入ったアルコールは主に肝臓で、まずアルコール脱水素酵素（ＡＤＨ）に

よりアセトアルデヒドに、さらにアセトアルデヒドは２型アルデヒド脱水素酵

素（ＡＬＤＨ２）によって酢酸（さくさん）に酸化されます。この過程に関与

する酵素は他に何種類かありますが、通常の飲酒ではその大半が上記の経路で

酸化されます。酢酸はさらに、複雑な代謝過程を経て、最終的に炭酸ガスと水

に分解されます。 

上記のＡＬＤＨ２には遺伝によって決まっている３タイプがあります。すな

わち、普通に働くタイプと少ししか働かないタイプ及び全く働かないタイプで

す。後２者のタイプは、少量の飲酒でもアセトアルデヒドがなかなか分解でき

ないために血液中のアセトアルデヒド濃度が上がり、顔面紅潮、動悸、頭痛な

どの症状を引き起こします。このために、このような人達はアルコールをたく

さん飲めません。また、これらの人達のアルコールそのものの分解も、普通に

働くＡＬＤＨ２を持った人（飲酒後に顔の赤くならない人）に比べて遅いこと

がわかっています。この体質の違いは、遺伝子分析で正確に判定できますが、

より簡便な「エタノールパッチテスト」という方法でも、ある程度は判別でき

ます。 

２ 適正飲酒の 10か条 

（公社）アルコール健康医学協会は、過度の飲酒を未然に防ぎ、健康な体で

楽しく飲酒できるよう「適正飲酒の 10 か条」を定め、様々な広報活動を通じ

啓発を行っています。 

① 談笑し 楽しく飲むのが基本です 

② 食べながら 適量範囲でゆっくりと 

③ 強い酒 薄めて飲むのがオススメです 

④ つくろうよ 週に二日は休肝日 

⑤ やめようよ きりなく長い飲み続け 

⑥ 許さない 他人
ひ と

への無理強い・イッキ飲み 

⑦ アルコール 薬と一緒は危険です 

⑧ 飲まないで 妊娠中と授乳期は 

⑨ 飲酒後の運動・入浴 要注意 

⑩ 肝臓など 定期検査を忘れずに 
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２ 20 歳未満の者への飲酒による影響 

アルコールには脳の働きを抑える作用があり、それ自体成長期には悪いものです。ま

た、内臓にも悪い影響を及ぼします。例えば肝臓を悪くしたり激しい腹痛を訴える膵炎

を起こしたり、十二指腸潰瘍や糖尿病を併発します。さらに心臓の筋肉にも障害を起こ

します。性腺も萎縮して不妊やインポテンツの原因となる可能性もあります。 

20歳未満の者が飲酒してはいけない理由を整理すると次のようになります。 

① 20歳未満の者は酒に対する自分の体質を知らない上に、周囲の雰囲気に影響される

傾向が強いため、無理に飲酒することも多く、急性アルコール中毒を起こしやすい。 

② 酒が体に及ぼす影響を大人に比べて受けやすい。すなわち、成長期にある体と成長

を終えた体ではアルコールが及ぼす影響が異なり、大人より短期間でアルコールによ

る悪影響が生じる。 

③ 子供の飲酒は、体の成長を妨げる。その他、性成長への影響もみられ、女子の場合

では生理が不順になったり止まったりする。 

④ 飲酒が判断を誤らせる原因になる。例えば、飲酒運転による交通事故や性感染症の

リスクを伴う行動などの原因となる。 

⑤ 学校生活への悪影響、成績の低下、友人との交流への影響。 

⑥ 大人に比べ依存がより早期に形成される。 

⑦ ゲートウェイ・ドラッグになりうる。違法薬物を使用する人達の中には、最初から

それらに手を出すのではなく、飲酒や喫煙から始めるケースが多いとされている。 

（注）ゲートウェイ・ドラッグとは、薬物へ通じる入り口をいいます。 

⑧ 法律で禁止されている。二十歳未満ノ者ノ飲酒ノ禁止ニ関スル法律の軽視は、飲酒

に限らず法律そのものに対する子供の法律軽視につながることが危惧される。 
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３ 健康に配慮した飲酒に関するガイドラインについて 

厚生労働省では、飲酒に伴うリスクに関する知識の普及を図るため、国民それぞれの

状況に応じた適切な飲酒量・飲酒行動の判断に資する「健康に配慮した飲酒に関するガ

イドライン」（以下「飲酒ガイドライン」といいます。）を作成しています。 

飲酒ガイドラインでは、飲酒量（純アルコール量）と健康に関連して、例えば、高血

圧や男性の食道がん、女性の出血性脳卒中などの場合は、たとえ少量であっても飲酒自

体が発症リスクを上げてしまうことのほか、生活習慣病のリスクを高める純アルコール

摂取量として、「男性 40ｇ以上、女性 20ｇ以上」が示されています。 

 

《参考：飲酒ガイドラインより》 

○ 飲酒量（純アルコール量）について 

 アルコールのリスクを理解した上で、次に示す純アルコール量に着目しながら、

自分にあった飲酒量を決めて、健康に配慮した飲酒を心がけることが大切です｡ 

 

 飲酒をする場合には、お酒に含まれる純アルコール量（ｇ）を認識し、自身の

アルコール摂取量を把握することで、目標設定を行うなど自身の健康管理にも活

用することができます。単にお酒の量（ml）だけでなく、お酒に含まれる純アル

コール量（g）について着目することは重要です。 

 

（お酒に含まれる純アルコール量の算出式） 

摂取量(ml) × アルコール濃度（度数/100）× 0.8（アルコールの比重） 

例: ビール 500ml（5％）の場合の純アルコール量 

  500(ml) × 0.05 × 0.8 = 20(g) 

 

 

○「健康に配慮した飲酒ガイドラインについて」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_38541.html（厚生労働省ウェブサイト） 
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【参考】エタノールパッチテストの方法 

 




